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農業委員改選
女性委員

府内最多55人

　農業委員になって４カ
月。何をどうしたらいい
のかわからないなりに、
女性が積極的に参加でき
る農業体制を作っていき
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　10月11日、田辺地区にある棚倉孫神
社で色とりどりの野菜や穀物に彩られ
た子ども神輿が境内に祭られました
（＝写真）。同神社では２年に１度、五
穀豊穣を願い保存会のみなさんの手で、
ずいき神輿の巡行を行っています。子
ども神輿は、ずいき神輿の巡行がない

年にも地域の交流ができるようにと、
隔年で始められました。
　京都府最多となった５人の女性農業
委員もこの行事に参加。農作物に彩ら
れた神輿や元気な子どもたちに負けな
い、華やかで活発な農業委員会を目指
します。

棚倉孫神社
たなくらひこ

棚倉孫神社
たなくらひこ 京都府内で最多となった

市女性農業委員の人数は?? 人

今号のクイズ

!!新たなスタート

　旧
普
賢
寺
村
地
域
は
市
の
南
西
部

に
位
置
し
、
奈
良
県
・
大
阪
府
と
三
国

峠
を
は
さ
ん
で
隣
接
す
る
旧
村
6
地
区

（
多
々
羅
・
普
賢
寺
・
水
取
・
天
王
・

高
船
・
打
田
）
か
ら
な
る
農
村
地
域
で

す
。
集
落
の
半
数
は
傾
斜
地
の
中
山
間

地
域
で
す
が
、
普
賢
寺
地
区
は
平
地
に

あ
り
ま
す
。
お
い
し
い
玉
露
や
お
米
が

と
れ
る
の
が
自
慢
で
す
。
近
隣
の
地
名

に
水
取
や
氷
室
・
湯
屋
谷
・
火
の
滝
な

ど
水
に
ま
つ
わ
る
地
名
が
多
い
こ
と
か

ら
、
こ
の
地
域
が
水
に
恵
ま
れ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　江
戸
中
期
の
画
家
で
あ
る
伊
藤
若

冲
（
い
と
う
じ
ゃ
く
ち
ゅ
う
）
が
、
人

生
の
終
末
期
に
こ
の
地
で
晩
年
を
す
ご

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
京
都

錦
小
路
に
あ
る
青
物
問
屋
の
長
男
だ
っ

た
若
冲
は
、
自
分
の
描
い
た
絵
と
お
米

を
交
換
し
な
が
ら
生
活
さ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。

　地
域
内
に
あ
る
大
御
堂
観
音
寺
に

み
ど
り
と
人
の
和
　美
と
味
覚
の
回
廊

答え

は
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
十
一
面

観
音
立
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
お
水
取
り
」
の
名
で
知
ら
れ
る

東
大
寺
・
二
月
堂
の
修
二
会
（
し
ゅ
に

え
）
の
行
法
を
始
め
ら
れ
た
実
忠
和
尚

（
じ
っ
ち
ゅ
う
か
し
ょ
う
）
ゆ
か
り
の

寺
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
水

取
り
で
使
う
た
い
ま
つ
の
軸
に
は
、
普

賢
寺
の
竹
林
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
根
付

き
の
竹
も
使
わ
れ
る
た
め
奉
納
し
て
い

ま
す
。
こ
の
「
竹
送
り
」
の
行
事
は
毎

年
2
月
11
日
（
祝
）
の
早
朝
に
大
御
堂

観
音
寺
で
行
い
ま
す
。
誰
で
も
参
加
自

由
で
奉
納
す
る
竹
を
担
い
で
歩
く
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
体
験
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　普
賢
寺
地
区
に
は
自
然
の
恵
み
と

人
の
和
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
を
肌

で
感
じ
て
頂
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
お

茶
や
お
米
・
野
菜
が
お
い
し
い
の
か

が
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す
よ
。
ぜ
ひ
一

回
来
て
み
て
!!

プレゼント

前回の正解は

地区河 原 でした！
●当選者
Ａ・Ｍさん Ｔ・Ｙさん Ｗ・Ｉさん

たいと思っています。
　皆様と共にアイデアを
出して頑張ります。
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中本数子

井
上
照
雄

遊
休
農
地
の
解
消
、
緑
豊
か

な
環
境
づ
く
り
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

新
農
業
委
員
の
意
気
込
み
（
50
音
順
）

新メンバー決定！！
部会長
中村英夫

副部会長
藤田喜一

副委員長
香村侃彦 柳田正廣木村敬子 水山定裕 森田典子北川章光井上照雄

山本邦彦山下明子
部会長
中西　稔 中川陽司木田光彦

会長職務代理者
喜多義治

澤田義一上村義忠 加藤岩男 吉川　勳
副部会長
松本好次 小田　博

会長職務代理者
奥西和子

会長
林　善嗣

　
農
業
委
員
諸
先
輩
の
指
導
、
ま
た
農

業
者
、市
等
関
係
機
関
の
皆
様
の
指
導
・

協
力
を
得
な
が
ら
再
び
会
長
の
重
責
を

担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

「
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）」
問
題
、
農
地
集
約
化
に
よ
る
10

年
後
の
所
得
倍
増
等
を
目
指
し
た
「
農

林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」

な
ど
国
が
進
め
る
農
業
施
策
の
大
き
な

転
換
、
足
下
を
見
ま
す
と
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
の
顕
著
化
な

ど
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
の
な
か
で
、
改
め

て
京
田
辺
市
の
農
業
の
将
来
を
考
え
ま

す
と
、
今
一
度
皆
で
知
恵
を
絞
っ
て
既

存
の
農
家
が
離
農
し
な
く
て
、
跡
を
継

ぐ
事
の
出
来
る
「
儲
か
る
農
業
」
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
重
要
な
時
期
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
　
　

　
そ
の
一
方
、
市
民
の
減
農
薬
や
食
の
安

全
・
安
心
、
地
場
産
農
作
物
に
対
す
る

関
心
は
非
常
に
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
ふ
ま
え
、
国
の
改
革
に
よ
る

農
業
の
大
規
模
化
、
法
人
化
を
た
だ
進

め
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
農
業
環
境

や
消
費
者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

積
極
的
で
持
続
可
能
な
取
り
組
み
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
農
業
委
員
会
で
取
り
組
ん
で
い

る
遊
休
農
地
解
消
「
レ
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
や
米
の
6
次
産
業
化
「
米
粉
パ

ン
、
米
粉
の
加
工
品
」
な
ど
の
取
り
組

み
は
そ
の
挑
戦
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後

は
地
域
の
気
候
風
土
に
合
っ
た
果
樹
・

花
卉
（
か
き
）
等
の
特
産
物
の
掘
り
起

こ
し
、
6
次
産
業
化
に
よ
る
付
加
価
値

を
付
け
る
取
り
組
み
で
荒
廃
農
地
を
な

く
す
「
1
石
3
鳥
」
と
ま
で
は
い
か
な

く
て
も
、
様
々
な
形
の
「
1
石
2
鳥
」

で
農
業
経
営
の
底
上
げ
に
結
び
つ
け
た

い
と
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち
農
業
委
員
は

地
域
住
民
と
共
に
農
地
を
守
り
、
力
強

い
農
業
の
自
立
に
向
け
積
極
的
に
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て
林

　善
嗣
（
山
本
）

京田辺市農業委員会

委員長
堀江幸和

農地部会

農政部会

広報アイデア委員会

松
井

上
村
義
忠

再
任
で
す
。
引
き
続
き
遊
休

荒
廃
農
地
の
解
消
を
図
り
、

地
域
か
ら
力
強
い
農
業
を
目

指
し
ま
す
。

東

奥
西
和
子

今
回
も
、
議
会
の
推
薦
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
61
歳
、
努
力
し

て
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

草
内

小
田
　博

古
希
を
迎
え
る
歳
と
な
り
ま

し
た
が
、
も
う
か
る
・
夢
が

あ
る
農
業
を
目
指
し
ま
す
。

東
林

加
藤
岩
男

山
間
地
農
業
の
維
持
・
継
続

に
取
り
組
み
ま
す
。

打
田

喜
多
義
治

荒
廃
農
地
へ
の
果
樹
栽
培
を

推
進
し
、
関
係
機
関
と
共
に

6
次
産
業
を
目
指
し
ま
す
。

薪

山
本
邦
彦

小
規
模
農
家
が
多
い
京
田

辺
。
都
市
近
郊
を
生
か
し
た

や
り
が
い
の
あ
る
農
業
を
目

指
し
ま
す
。

薪

北
川
章
光

少
子
高
齢
化
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な

ど
、
農
業
環
境
は
課
題
が
山

積
み
で
す
が
、
明
る
い
方
向
に

進
め
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

西
八

木
田
光
彦

一
連
の
農
業
問
題
に
抜
本
改

革
の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

知
恵
を
絞
り
、
誇
り
高
き
故

郷
の
農
業
を
目
指
し
ま
す
。

松
井

木
村
敬
子

農
業
を
も
っ
と
理
解
し
て
皆

様
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
、

色
々
と
勉
強
し
て
い
き
ま
す
。

興
戸

香
村
侃
彦

都
市
近
郊
農
家
の
一
人
と
し

て
、
付
加
価
値
の
あ
る
作
物

と
有
利
性
の
高
い
経
営
を
模

索
し
て
い
ま
す
。

田
辺

興
村
義
久

農
業
環
境
は
厳
し
い
で
す
が
、

次
世
代
に
つ
な
が
る
農
業
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

興
戸

澤
田
義
一

後
継
者
も
で
き
て
明
る
い
、

楽
し
い
農
業
に
取
り
組
み
、

ナ
ス
・
米
作
に
努
力
し
ま
す
。

田
辺

中
川
陽
司

地
域
の
農
地
を
守
り
、
農
業

の
発
展
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

山
崎

中
西
　稔

農
業
を
続
け
る
こ
と
が
、
私

た
ち
が
生
き
延
び
る
術
で

す
。
た
く
さ
ん
の
後
継
者
を

育
て
よ
う
。

天
王

中
村
英
夫

高
齢
者
で
す
が
、
農
業
者
と

し
て
楽
し
い
生
活
を
し
て
い

く
か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

田
辺

中
本
数
子

緑
豊
か
で
大
好
き
な
田
園
風

景
を
守
り
、
地
域
農
業
発
展

の
た
め
に
6
次
産
業
化
に
努

め
ま
す
。

河
原

西
村
　正

次
の
世
代
ま
で
緑
の
多
い
田

園
都
市
を
守
り
荒
廃
地
の
な

い
農
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

三
野

藤
田
喜
一

良
質
米
・
え
び
い
も
栽
培
・

温
泉
め
ぐ
り
に
全
力
投
球

草
内

堀
江
幸
和

荒
廃
地
を
な
く
し
地
域
で
優
良

農
地
に
再
生
。親
し
み
の
あ
る
、

わ
か
る
の
う
ぎ
ょ
う
委
員
会
だ

よ
り
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

水
取

松
本
好
次

少
子
高
齢
化
で
中
山
間
地
で

の
農
地
保
全
は
深
刻
な
課

題
。
何
が
で
き
る
か
模
索
し

た
い
。

天
王

森
田
典
子

行
動
す
る
農
業
委
員
会
、
特

産
品
づ
く
り
に
よ
る
地
域
の

活
性
化
を
は
か
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

高
船

柳
田
正
廣

マ
イ
ペ
ー
ス
で
農
業
を
し
て

い
る
新
人
で
す
。
地
域
農
業

の
振
興
発
展
に
努
め
ま
す
。

飯
岡

吉
川
　勳

新
人
委
員
で
す
。
少
し
で
も

早
く
先
輩
委
員
に
近
づ
け
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

宮
津

水
山
定
裕

お
い
し
く
て
、
農
薬
を
使
わ

な
い
農
産
物
の
生
産
を
目
指

し
ま
す
。

南
山
西

山
下
明
子

今
あ
る
農
地
を
減
ら
さ
な
い

よ
う
、
地
域
農
業
発
展
の
た

め
が
ん
ば
り
ま
す
。

普
賢
寺

折れない３本の矢で
農業・農地を守る！

興村義久 西村　正

耕作放棄地・違反転用
を指導・改善！

農業者にやさしい
政策の実現！

もうかる農業実現へ向け
よりよい地域の農を周知！
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の
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Ｐ
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、
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地
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に
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所
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目
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ラ
ン
」

な
ど
国
が
進
め
る
農
業
施
策
の
大
き
な

転
換
、
足
下
を
見
ま
す
と
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
の
顕
著
化
な

ど
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
の
な
か
で
、
改
め

て
京
田
辺
市
の
農
業
の
将
来
を
考
え
ま

す
と
、
今
一
度
皆
で
知
恵
を
絞
っ
て
既

存
の
農
家
が
離
農
し
な
く
て
、
跡
を
継

ぐ
事
の
出
来
る
「
儲
か
る
農
業
」
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
重
要
な
時
期
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
　
　

　
そ
の
一
方
、
市
民
の
減
農
薬
や
食
の
安

全
・
安
心
、
地
場
産
農
作
物
に
対
す
る

関
心
は
非
常
に
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
ふ
ま
え
、
国
の
改
革
に
よ
る

農
業
の
大
規
模
化
、
法
人
化
を
た
だ
進

め
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
農
業
環
境

や
消
費
者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

積
極
的
で
持
続
可
能
な
取
り
組
み
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
農
業
委
員
会
で
取
り
組
ん
で
い

る
遊
休
農
地
解
消
「
レ
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
や
米
の
6
次
産
業
化
「
米
粉
パ

ン
、
米
粉
の
加
工
品
」
な
ど
の
取
り
組

み
は
そ
の
挑
戦
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後

は
地
域
の
気
候
風
土
に
合
っ
た
果
樹
・

花
卉
（
か
き
）
等
の
特
産
物
の
掘
り
起

こ
し
、
6
次
産
業
化
に
よ
る
付
加
価
値

を
付
け
る
取
り
組
み
で
荒
廃
農
地
を
な

く
す
「
1
石
3
鳥
」
と
ま
で
は
い
か
な

く
て
も
、
様
々
な
形
の
「
1
石
2
鳥
」

で
農
業
経
営
の
底
上
げ
に
結
び
つ
け
た

い
と
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち
農
業
委
員
は

地
域
住
民
と
共
に
農
地
を
守
り
、
力
強

い
農
業
の
自
立
に
向
け
積
極
的
に
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て
林

　善
嗣
（
山
本
）

京田辺市農業委員会

委員長
堀江幸和

農地部会

農政部会

広報アイデア委員会

松
井

上
村
義
忠

再
任
で
す
。
引
き
続
き
遊
休

荒
廃
農
地
の
解
消
を
図
り
、

地
域
か
ら
力
強
い
農
業
を
目

指
し
ま
す
。

東

奥
西
和
子

今
回
も
、
議
会
の
推
薦
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
61
歳
、
努
力
し

て
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

草
内

小
田
　博

古
希
を
迎
え
る
歳
と
な
り
ま

し
た
が
、
も
う
か
る
・
夢
が

あ
る
農
業
を
目
指
し
ま
す
。

東
林

加
藤
岩
男

山
間
地
農
業
の
維
持
・
継
続

に
取
り
組
み
ま
す
。

打
田

喜
多
義
治

荒
廃
農
地
へ
の
果
樹
栽
培
を

推
進
し
、
関
係
機
関
と
共
に

6
次
産
業
を
目
指
し
ま
す
。

薪

山
本
邦
彦

小
規
模
農
家
が
多
い
京
田

辺
。
都
市
近
郊
を
生
か
し
た

や
り
が
い
の
あ
る
農
業
を
目

指
し
ま
す
。

薪

北
川
章
光

少
子
高
齢
化
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な

ど
、
農
業
環
境
は
課
題
が
山

積
み
で
す
が
、
明
る
い
方
向
に

進
め
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

西
八

木
田
光
彦

一
連
の
農
業
問
題
に
抜
本
改

革
の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

知
恵
を
絞
り
、
誇
り
高
き
故

郷
の
農
業
を
目
指
し
ま
す
。

松
井

木
村
敬
子

農
業
を
も
っ
と
理
解
し
て
皆

様
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
、

色
々
と
勉
強
し
て
い
き
ま
す
。

興
戸

香
村
侃
彦

都
市
近
郊
農
家
の
一
人
と
し

て
、
付
加
価
値
の
あ
る
作
物

と
有
利
性
の
高
い
経
営
を
模

索
し
て
い
ま
す
。

田
辺

興
村
義
久

農
業
環
境
は
厳
し
い
で
す
が
、

次
世
代
に
つ
な
が
る
農
業
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

興
戸

澤
田
義
一

後
継
者
も
で
き
て
明
る
い
、

楽
し
い
農
業
に
取
り
組
み
、

ナ
ス
・
米
作
に
努
力
し
ま
す
。

田
辺

中
川
陽
司

地
域
の
農
地
を
守
り
、
農
業

の
発
展
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

山
崎

中
西
　稔

農
業
を
続
け
る
こ
と
が
、
私

た
ち
が
生
き
延
び
る
術
で

す
。
た
く
さ
ん
の
後
継
者
を

育
て
よ
う
。

天
王

中
村
英
夫

高
齢
者
で
す
が
、
農
業
者
と

し
て
楽
し
い
生
活
を
し
て
い

く
か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

田
辺

中
本
数
子

緑
豊
か
で
大
好
き
な
田
園
風

景
を
守
り
、
地
域
農
業
発
展

の
た
め
に
6
次
産
業
化
に
努

め
ま
す
。

河
原

西
村
　正

次
の
世
代
ま
で
緑
の
多
い
田

園
都
市
を
守
り
荒
廃
地
の
な

い
農
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

三
野

藤
田
喜
一

良
質
米
・
え
び
い
も
栽
培
・

温
泉
め
ぐ
り
に
全
力
投
球

草
内

堀
江
幸
和

荒
廃
地
を
な
く
し
地
域
で
優
良

農
地
に
再
生
。親
し
み
の
あ
る
、

わ
か
る
の
う
ぎ
ょ
う
委
員
会
だ

よ
り
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

水
取

松
本
好
次

少
子
高
齢
化
で
中
山
間
地
で

の
農
地
保
全
は
深
刻
な
課

題
。
何
が
で
き
る
か
模
索
し

た
い
。

天
王

森
田
典
子

行
動
す
る
農
業
委
員
会
、
特

産
品
づ
く
り
に
よ
る
地
域
の

活
性
化
を
は
か
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

高
船

柳
田
正
廣

マ
イ
ペ
ー
ス
で
農
業
を
し
て

い
る
新
人
で
す
。
地
域
農
業

の
振
興
発
展
に
努
め
ま
す
。

飯
岡

吉
川
　勳

新
人
委
員
で
す
。
少
し
で
も

早
く
先
輩
委
員
に
近
づ
け
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

宮
津

水
山
定
裕

お
い
し
く
て
、
農
薬
を
使
わ

な
い
農
産
物
の
生
産
を
目
指

し
ま
す
。

南
山
西

山
下
明
子

今
あ
る
農
地
を
減
ら
さ
な
い

よ
う
、
地
域
農
業
発
展
の
た

め
が
ん
ば
り
ま
す
。

普
賢
寺

折れない３本の矢で
農業・農地を守る！

興村義久 西村　正

耕作放棄地・違反転用
を指導・改善！

農業者にやさしい
政策の実現！

もうかる農業実現へ向け
よりよい地域の農を周知！



④⑤

１１
月
１５
日

  

林
喜 

多
奥 

西

（土）

日直

京
田
辺
市
農
業
委
員
会「
活
動
方
針
」（
平
成
２６
年
〜
２９
年
）

　
今
日
、我
が
国
の
農
業
・
農
村
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、農

業
の
国
際
化
の
進
展
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
を
巡
る
動
向
な
ど

先
行
き
の
見
え
に
く
い
状
況
の
中
、担
い
手
の
高
齢
化

や
後
継
者
問
題
、台
風
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
予
期
せ

ぬ
自
然
現
象
に
よ
る
被
害
、耕
作
放
棄
地
の
増
加
な

ど
、多
く
の
複
雑
で
困
難
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、そ
の
一
方
で
は
、若
い
担
い
手
の
就
農

や
農
業
法
人
な
ど
に
よ
る
６
次
産
業
化
の
経
営
展
開

な
ど
、足
腰
の
強
い
農
業
づ
く
り
の
芽
吹
き
も
み
ら
れ

ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
わ
れ
わ
れ
農
業
委
員
会
は
、か
け
が

え
の
な
い
農
地
を
守
り
、力
強
い
農
業
を
作
る
架
け
橋

と
な
り
、優
良
農
地
の
有
効
利
用
や
担
い
手
の
確
保
を

行
い「
農
地
を
活
か
し
、担
い
手
を
応
援
す
る
運
動
」を

十
分
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
に
は
農
業
委
員
が
意
思
統
一
を
図
り
、農

業
者
の
代
表
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
持
っ
て
行
動
す

る
農
業
委
員
会
と
し
て
の
実
践
活
動
を
、よ
り
一
層
強

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、今
後
三
年
間
の
任

期
中
の
活
動
の
柱
と
な
る「
活
動
方
針
」を
平
成
２６
年

１０
月
の
農
業
委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
、積
極
的
に
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

一
　地
域
農
業
の
担
い
手
や
農
作
業
受
託
組

織
の
育
成
を
応
援
し
ま
す
。

　
　
農
業
者
の
高
齢
化
等
に
よ
る
労
働
力
不
足

に
対
応
す
る
た
め
、府
、市
、Ｊ
Ａ
京
都
や
ま

し
ろ
等
農
業
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、地
域
の
農
業
者
と
話
し
合
い
の
場
を

持
ち
、担
い
手
・
後
継
者
・
新
規
就
農
者
の
育

成
や
農
作
業
受
託
組
織
づ
く
り
に
協
力
し

ま
す
。

二

　農
地
行
政
の
適
正
な
執
行
を
引
き
続
い

て
行
い
ま
す
。

　
　
農
業
者
を
代
表
す
る
機
関
と
し
て
、農
地
の

権
利
移
動
や
転
用
許
可
等
法
令
業
務
に
つ

い
て
、現
地
調
査
を
行
い
厳
正
か
つ
公
正
な

審
査
を
し
ま
す
。

三

　遊
休
荒
廃
農
地
の
解
消
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
　
遊
休
荒
廃
農
地
に
つ
い
て
は
、各
地
域
の
農

業
委
員
が
所
有
者
と
話
し
合
い
の
場
を
持

ち
、農
地
バ
ン
ク
な
ど
も
活
用
し
、認
定
農

業
者
等
の
担
い
手
に
農
地
の
利
用
集
積
を

積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、遊
休
荒

廃
農
地
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、地
域
の
農
家
組
合
等
と
も
連
携
し
、

各
地
域
に
レ
モ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
見
本
田

を
設
置
し
、遊
休
荒
廃
農
地
発
生
防
止
や

啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

四

　情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
　
農
業
委
員
会
が
農
業
者
に
と
っ
て
身
近
な

組
織
と
な
る
よ
う「
の
う
ぎ
ょ
う
委
員
会
だ

よ
り
」等
を
活
用
し
、農
業
施
策
等
に
関
す

る
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、広
く
意
見

も
求
め
て
い
き
ま
す
。

五

　地
域
特
産
物
の
育
成
や
地
産
地
消
を
推

進
し
ま
す
。

　
　
儲
か
る
農
業
を
目
指
し
て
、各
地
域
で
地
元

に
適
し
た
魅
力
あ
る
農
産
物
、付
加
価
値
の

高
い
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
農
作
物
を
模
索
す

る
取
り
組
み
と
、安
心
・
安
全
な
農
作
物
に

よ
る
地
産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。

六

　持
続
的
な
農
業
が
展
開
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
農
業
者
が
持
続
的
な
農
業
を
展
開
で
き
る

よ
う
、補
助
金
の
対
象
と

な
る
事
業
を
積
極
的
に
利

用
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

きょうたなべ

お茶事情

世界に向けて発信
もうかる農業へ
はばたく京田辺！

若
手
が
主
役
！

知
名
度
ア
ッ
プ
で

お
茶
の
お
い
し
さ
広
め
た
い

玉
露
を
世
界
に
！

海
外
へ
売
り
込
み
販
路
拡
大
へ

京田辺茶業青年団 団長

小林 裕さん

▼玉露は覆いで日光を遮って育てます。気温・雨量・肥
料など環境の微妙な変化が味を大きく左右します。また
「京田辺玉露」の味の決め手は、丁寧な手摘みにあります。
毎年茶摘ボランティアを募集し、収穫します。

　
市
に
は
、
京
田
辺
茶
業
青
年
団
と
い
う

若
手
茶
業
関
係
者
が
組
織
す
る
団
体
が
あ

り
、
京
田
辺
の
お
茶
の
知
名
度
を
上
げ
る

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
毎
年
、
酬
恩
庵
一
休
寺
で
玉
露

の
試
飲
や
手
も
み
実
演
を
行
う
「
京
田
辺

市
茶
ま
つ
り
（
＝
写
真
㊧
）」
や
「
京
田

辺
玉
露
レ
デ
ィ
（
＝
写
真
㊤
）」
な
ど
、

自
分
た
ち
が
生
産
す
る
お
茶
を
知
っ
て
も

ら
う
機
会
を
積
極
的
に
増
や
し
て
い
ま
す
。

　「
京
田
辺
の
お
茶
の
お
い
し
さ
を
世
界

に
広
め
て
い
き
た
い
」
と
話
す
の
は
、
日

本
茶
鑑
定
士
最
高
位
を
持
つ
団
長
の
小
林 

裕
さ
ん
（
39
）。
生
産
者
の
高
齢
化
・
担

い
手
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
農
業
の

世
界
で
す
が
、
京
田
辺
市
で
は
熱
い
思
い

を
持
っ
た
若
手
た
ち
が
前
向
き
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　
も
う
か
る
農
業
を
実
現
す
る
た
め
に
、

重
要
な
課
題
と
な
る
販
路
の
拡
大
。
今

年
、
日
本
企
業
の
海
外
展
開
な
ど
を
支

援
す
る
「
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ

ト
ロ
）」
が
、
平
成
26
年
か
ら
進
め
て
い

る
「
一
県
一
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
京
都

府
代
表
と
し
て
、
京
田
辺
玉
露
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

っとこ知

小
池 

千
明
さ
ん

清
水 

瑠
南
さ
ん

井
川 

恵
梨
香
さ
ん

堀 

一
二
三
さ
ん

伊
田 

知
代
さ
ん

　
そ
こ
で
市
内
の
茶
業
関
係
者
は
、ジ
ェ

ト
ロ
の
協
力
を
得
な
が
ら
中
国
・Ｅ
Ｕ・

ロ
シ
ア
な
ど
の
裕
福
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
玉
露
の
海
外
輸
出
に
向
け
て
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

　
海
外
に
輸
出
す
る
こ
と
で
産
地
の
価

値
や
玉
露
の
単
価
を
上
げ
、
担
い
手
と

な
る
若
手
の
生
産
者
に
と
っ
て
魅
力
と

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
に
し
た
い
。
京
田

辺
の
玉
露
が
世
界
に
羽
ば
た
く
の
も
近

い
将
来
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲

日
本
茶
の
最
高
級
品
で
あ
る

玉
露
は
、手
も
み
技
術
も
魅
力
。

▲

ジ
ェ
ト
ロ
職
員
か
ら
、
海
外
市

場
の
動
向
や
海
外
展
開
の
ノ
ウ
ハ
ウ

な
ど
輸
出
に
向
け
た
説
明
を
受
け

る
市
内
茶
業
関
係
者
の
み
な
さ
ん
。

玉露の魅力を伝える
京
田
辺玉露レディも誕生
茶農家さんたちが一生懸命つくった
京田辺玉露を、私たち5人がPRします！

京田辺市茶まつり

　本市は高級茶の生産地で、特に玉露は全国茶品評会・
関西茶品評会などの大会で毎年上位を獲得し高い評価
を得ています。
　いま、日本のみならず世界も視野に入れて盛り上が
る京田辺のお茶事情を紹介します。



④⑤

１１
月
１５
日

  

林
喜 

多
奥 

西

（土）

日直

京
田
辺
市
農
業
委
員
会「
活
動
方
針
」（
平
成
２６
年
〜
２９
年
）

　
今
日
、我
が
国
の
農
業
・
農
村
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、農

業
の
国
際
化
の
進
展
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
を
巡
る
動
向
な
ど

先
行
き
の
見
え
に
く
い
状
況
の
中
、担
い
手
の
高
齢
化

や
後
継
者
問
題
、台
風
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
予
期
せ

ぬ
自
然
現
象
に
よ
る
被
害
、耕
作
放
棄
地
の
増
加
な

ど
、多
く
の
複
雑
で
困
難
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、そ
の
一
方
で
は
、若
い
担
い
手
の
就
農

や
農
業
法
人
な
ど
に
よ
る
６
次
産
業
化
の
経
営
展
開

な
ど
、足
腰
の
強
い
農
業
づ
く
り
の
芽
吹
き
も
み
ら
れ

ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
わ
れ
わ
れ
農
業
委
員
会
は
、か
け
が

え
の
な
い
農
地
を
守
り
、力
強
い
農
業
を
作
る
架
け
橋

と
な
り
、優
良
農
地
の
有
効
利
用
や
担
い
手
の
確
保
を

行
い「
農
地
を
活
か
し
、担
い
手
を
応
援
す
る
運
動
」を

十
分
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
に
は
農
業
委
員
が
意
思
統
一
を
図
り
、農

業
者
の
代
表
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
持
っ
て
行
動
す

る
農
業
委
員
会
と
し
て
の
実
践
活
動
を
、よ
り
一
層
強

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、今
後
三
年
間
の
任

期
中
の
活
動
の
柱
と
な
る「
活
動
方
針
」を
平
成
２６
年

１０
月
の
農
業
委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
、積
極
的
に
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

一
　地
域
農
業
の
担
い
手
や
農
作
業
受
託
組

織
の
育
成
を
応
援
し
ま
す
。

　
　
農
業
者
の
高
齢
化
等
に
よ
る
労
働
力
不
足

に
対
応
す
る
た
め
、府
、市
、Ｊ
Ａ
京
都
や
ま

し
ろ
等
農
業
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、地
域
の
農
業
者
と
話
し
合
い
の
場
を

持
ち
、担
い
手
・
後
継
者
・
新
規
就
農
者
の
育

成
や
農
作
業
受
託
組
織
づ
く
り
に
協
力
し

ま
す
。

二

　農
地
行
政
の
適
正
な
執
行
を
引
き
続
い

て
行
い
ま
す
。

　
　
農
業
者
を
代
表
す
る
機
関
と
し
て
、農
地
の

権
利
移
動
や
転
用
許
可
等
法
令
業
務
に
つ

い
て
、現
地
調
査
を
行
い
厳
正
か
つ
公
正
な

審
査
を
し
ま
す
。

三

　遊
休
荒
廃
農
地
の
解
消
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
　
遊
休
荒
廃
農
地
に
つ
い
て
は
、各
地
域
の
農

業
委
員
が
所
有
者
と
話
し
合
い
の
場
を
持

ち
、農
地
バ
ン
ク
な
ど
も
活
用
し
、認
定
農

業
者
等
の
担
い
手
に
農
地
の
利
用
集
積
を

積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、遊
休
荒

廃
農
地
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、地
域
の
農
家
組
合
等
と
も
連
携
し
、

各
地
域
に
レ
モ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
見
本
田

を
設
置
し
、遊
休
荒
廃
農
地
発
生
防
止
や

啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

四

　情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
　
農
業
委
員
会
が
農
業
者
に
と
っ
て
身
近
な

組
織
と
な
る
よ
う「
の
う
ぎ
ょ
う
委
員
会
だ

よ
り
」等
を
活
用
し
、農
業
施
策
等
に
関
す

る
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、広
く
意
見

も
求
め
て
い
き
ま
す
。

五

　地
域
特
産
物
の
育
成
や
地
産
地
消
を
推

進
し
ま
す
。

　
　
儲
か
る
農
業
を
目
指
し
て
、各
地
域
で
地
元

に
適
し
た
魅
力
あ
る
農
産
物
、付
加
価
値
の

高
い
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
農
作
物
を
模
索
す

る
取
り
組
み
と
、安
心
・
安
全
な
農
作
物
に

よ
る
地
産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。

六

　持
続
的
な
農
業
が
展
開
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
農
業
者
が
持
続
的
な
農
業
を
展
開
で
き
る

よ
う
、補
助
金
の
対
象
と

な
る
事
業
を
積
極
的
に
利

用
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

きょうたなべ

お茶事情

世界に向けて発信
もうかる農業へ
はばたく京田辺！

若
手
が
主
役
！

知
名
度
ア
ッ
プ
で

お
茶
の
お
い
し
さ
広
め
た
い

玉
露
を
世
界
に
！

海
外
へ
売
り
込
み
販
路
拡
大
へ

京田辺茶業青年団 団長

小林 裕さん

▼玉露は覆いで日光を遮って育てます。気温・雨量・肥
料など環境の微妙な変化が味を大きく左右します。また
「京田辺玉露」の味の決め手は、丁寧な手摘みにあります。
毎年茶摘ボランティアを募集し、収穫します。

　
市
に
は
、
京
田
辺
茶
業
青
年
団
と
い
う

若
手
茶
業
関
係
者
が
組
織
す
る
団
体
が
あ

り
、
京
田
辺
の
お
茶
の
知
名
度
を
上
げ
る

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
毎
年
、
酬
恩
庵
一
休
寺
で
玉
露

の
試
飲
や
手
も
み
実
演
を
行
う
「
京
田
辺

市
茶
ま
つ
り
（
＝
写
真
㊧
）」
や
「
京
田

辺
玉
露
レ
デ
ィ
（
＝
写
真
㊤
）」
な
ど
、

自
分
た
ち
が
生
産
す
る
お
茶
を
知
っ
て
も

ら
う
機
会
を
積
極
的
に
増
や
し
て
い
ま
す
。

　「
京
田
辺
の
お
茶
の
お
い
し
さ
を
世
界

に
広
め
て
い
き
た
い
」
と
話
す
の
は
、
日

本
茶
鑑
定
士
最
高
位
を
持
つ
団
長
の
小
林 

裕
さ
ん
（
39
）。
生
産
者
の
高
齢
化
・
担

い
手
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
農
業
の

世
界
で
す
が
、
京
田
辺
市
で
は
熱
い
思
い

を
持
っ
た
若
手
た
ち
が
前
向
き
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　
も
う
か
る
農
業
を
実
現
す
る
た
め
に
、

重
要
な
課
題
と
な
る
販
路
の
拡
大
。
今

年
、
日
本
企
業
の
海
外
展
開
な
ど
を
支

援
す
る
「
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ

ト
ロ
）」
が
、
平
成
26
年
か
ら
進
め
て
い

る
「
一
県
一
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
京
都

府
代
表
と
し
て
、
京
田
辺
玉
露
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

っとこ知

小
池 

千
明
さ
ん

清
水 

瑠
南
さ
ん

井
川 

恵
梨
香
さ
ん

堀 

一
二
三
さ
ん

伊
田 

知
代
さ
ん

　
そ
こ
で
市
内
の
茶
業
関
係
者
は
、ジ
ェ

ト
ロ
の
協
力
を
得
な
が
ら
中
国
・Ｅ
Ｕ・

ロ
シ
ア
な
ど
の
裕
福
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
玉
露
の
海
外
輸
出
に
向
け
て
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

　
海
外
に
輸
出
す
る
こ
と
で
産
地
の
価

値
や
玉
露
の
単
価
を
上
げ
、
担
い
手
と

な
る
若
手
の
生
産
者
に
と
っ
て
魅
力
と

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
に
し
た
い
。
京
田

辺
の
玉
露
が
世
界
に
羽
ば
た
く
の
も
近

い
将
来
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲

日
本
茶
の
最
高
級
品
で
あ
る

玉
露
は
、手
も
み
技
術
も
魅
力
。

▲

ジ
ェ
ト
ロ
職
員
か
ら
、
海
外
市

場
の
動
向
や
海
外
展
開
の
ノ
ウ
ハ
ウ

な
ど
輸
出
に
向
け
た
説
明
を
受
け

る
市
内
茶
業
関
係
者
の
み
な
さ
ん
。

玉露の魅力を伝える
京
田
辺玉露レディも誕生
茶農家さんたちが一生懸命つくった
京田辺玉露を、私たち5人がPRします！

京田辺市茶まつり

　本市は高級茶の生産地で、特に玉露は全国茶品評会・
関西茶品評会などの大会で毎年上位を獲得し高い評価
を得ています。
　いま、日本のみならず世界も視野に入れて盛り上が
る京田辺のお茶事情を紹介します。



●レモンサポーター（登録制）要件●
【ほ場場所】 興戸十曽地内（防賀川公園南側の畑）
【対　　象】 市内に在住し、メールアドレスを所有する人
【内　　容】 ・日常、散歩などでレモン苗の様子を確認。異状などがあった場合は農業委員や事務

局へ報告。
 ・農業委員による定期的なほ場の管理を行う日程にあわせて、草むしりなどの軽作業

を手伝ってください。
 ・将来的には、レモン収穫後に行う加工･販売についての企画･立案へ参画してください。
【報　　酬】 無償
【申込方法】 「レモンサポーター募集」・氏名（ふりがな）・年齢・性別・郵便番号・住所・電話番号・

メールアドレスを書いて、持参・郵送・電話・FAX・電子メールで申し込んでください。
【問合せ先】 農業委員会事務局（☎0774－64－1368・FAX0774－64－1359）

カチッ ⑥⑦

加入しませんか農業者年金
国民年金に上乗せする公的な年金制度です

豊かな老後生活のために

1.
2.
3.
4.
5.
6.

農業者なら広く加入できる
積立方式・確定拠出型で安定した年金財政
保険料の国庫補助
保険料は自由に選択
税制面で大きな優遇
80歳までの保証がついた終身年金

くわしくは農業委員会事務局まで

　全
国
農
業
新
聞
は
、農
業
の
最
新
情

報
を
提
供
。農
業
全
般
の
情
報
や
地
域

の
明
る
い
話
題
な
ど
も
紹
介
し
、ご
家

族
や
非
農
家
も
楽
し
め
ま
す
。

■
毎
週
金
曜
日
発
行
■
B
3
版
8
〜

10
ペ
ー
ジ
■
月
額
6
0
0
円（
送
料
、

消
費
税
込
）■
購
読
の
お
申
し
込
み

は
、農
業
委
員
会
事
務
局
へ
■
発
行

所
：
全
国
農
業
会
議
所

家
族
・
非
農
家
も

楽
し
め
る
新
聞
で
す
。 農 では･･･地 法

対 象 者

レモン
プロジェクト
サポーター

　農業委員会では、遊休農地の有効
利用や京田辺市の新しい特産品づくり
を目指し、レモンの苗木「とんちレモ
ン48」を育てています。
　毎月１回、農業委員が当番で管理を

しています。みなさんも、一緒にレモン
のお世話を手伝ってください。ほ場の
管理日には農業委員がいますので、農
作物のアドバイスや農業のちょっとした
コツも教えてもらえます。

　強い日差しが照りつける８月、レモン苗
のまわりに茂りだした雑草を刈りとるため、
レモンサポーターが初出動しました。
　レモンのほ場では、草刈り機が使えない
苗まわりの雑草を手作業で入念に除草。作
業が終わった後は、当番の農業委員ととも
にレモンや農業の話で盛り上がりました。
サポーターの山本敏夫さんは「ほ場の管理
は、市の将来を担う名産品を作る目的があ
るのでやりがいがありますよ」と、話してく
れました。

草刈り機ではできない苗まわりの草を
手作業で抜く山本さん

　相続などで農地の権利を
取得したときは、農業委員
会に届出をしなければなら
ないと定められています。

農地法の許可を要さずに農地の
権利を取得した人
○相続
○法人の合併
○時効など

　農林水産省は、2015年農林業センサスを行います。
　この調査の結果は、今後の農
林行政の企画・立案・推進など
に活用する基礎資料となる重要
な調査です。
　平成27年１月中旬から、調査員
が自宅などに伺いますので、ご協
力いただきますようお願いします。

　農林業や農山村の現状と変化を的確に捉えるために、５年ご
とに農林業を営む全農家・林家・法人を対象に行う『農林業
の国勢調査』ともいうべき調査です。調査データは、農林業
に関わる政策方針や交付金の算定資料などに使われます。

未来の農林業を育てる統計調査が始まります 5
調査

年に一度の
大切な です！

農林業センサスとは

農業委員会に届出を
してください。

農地を相続したんだけど･･･

センターの見学では、普段見ることのない
大きな設備の数々に、子どもたちも興味津々

施設の中は精米機などの機械がずらりと並び、
きれいに整頓・管理されています。

すくすくと

育っています。

ほ場の管理を手伝ってもらいました！

募集中！
未来の特産品をつくろう !!

※ほ場管理日などの通知は電子メールで行います。

随時受け付けています !

ただいま

約
cm160

相続した農地は
耕作・管理が必要。

借り手を探したいなどの
相談は農業委員会へ！

くわしくは農業委員会事務局まで（☎0774－64－1368）

まちの共同施設

シリーズ①農業

★

水 取

水取
ライスセンター

　京田辺市には、お米の収穫に必要な高額・大規
模な機材を、地域で共同利用する施設が５カ所（松
井・飯岡・水取・天王・打田）あります。農作業
だけでなく、農家の交流の場としても重要なこの施
設をシリーズで紹介します。

　水
取
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
水
取
地
区
の

農
地
有
効
利
用
・
優
良
農
地
の
確
保
や
た
く

さ
ん
の
人
が
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ふ
る
さ

と
づ
く
り
な
ど
を
目
的
に
、
農
業
施
設
建
設

な
ど
の
費
用
を
補
助
す
る
農
村
地
域
農
業
構

造
改
善
事
業
の
一
環
と
し
て
平
成
2
年
に
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の
農
家
が
共
同
で
利

用
で
き
る
、
寄
り
合
い
の
場
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　セ
ン
タ
ー
で
は
、
籾
の
搬
入
・
乾
燥
・
水

分
の
調
整
・
搬
出
作
業
、
籾
を
堆
肥
と
し
て

再
利
用
す
る
籾
殻
堆
肥
の
生
産
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　ま
た
、
生
産
力
を
増
強
し
労
働
生
産
性
を

高
め
る
た
め
、
水
田
農
業
経
営
の
近
代
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
農
業
者
の
高
齢
化
・

担
い
手
の
減
少
を
視
野
に
、
水
田
作
の
作
業

（
耕
起・代
か
き・田
植
え・草
刈・刈
り
取
り
）

が
つ
ら
く
な
っ
て
き
た
農
家
が
、
余
裕
の
あ

る
農
家
へ
作
業
を
委
託
す
る
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
る
こ
と
で
、
地
域
の
荒
廃
農
地
を
少
し
で

も
解
消
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　水
取
地
区
で
毎
年
10
月
に
行
わ
れ
る
稲
刈

り
体
験
に
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
な
ど
が

参
加
し
ま
す
。
体
験
後
に
は
セ
ン
タ
ー
の
中

に
入
っ
て
も
ら
い
、
お
米
に
関
わ
る
大
き
な

機
械
を
見
て
も
ら
い
な
が
ら
、
お
米
（
玄
米
）

が
で
き
る
ま
で
の
仕
組
み
を
説
明
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。
　
　（堀
江
幸
和
委
員
）

水
取
の
農
業
支
え
る

自
然
を
生
か
す
環
境
施
設

問合せ先＝総務部総務室（☎0774－64－1337）



●レモンサポーター（登録制）要件●
【ほ場場所】 興戸十曽地内（防賀川公園南側の畑）
【対　　象】 市内に在住し、メールアドレスを所有する人
【内　　容】 ・日常、散歩などでレモン苗の様子を確認。異状などがあった場合は農業委員や事務

局へ報告。
 ・農業委員による定期的なほ場の管理を行う日程にあわせて、草むしりなどの軽作業

を手伝ってください。
 ・将来的には、レモン収穫後に行う加工･販売についての企画･立案へ参画してください。
【報　　酬】 無償
【申込方法】 「レモンサポーター募集」・氏名（ふりがな）・年齢・性別・郵便番号・住所・電話番号・

メールアドレスを書いて、持参・郵送・電話・FAX・電子メールで申し込んでください。
【問合せ先】 農業委員会事務局（☎0774－64－1368・FAX0774－64－1359）

カチッ ⑥⑦

加入しませんか農業者年金
国民年金に上乗せする公的な年金制度です

豊かな老後生活のために

1.
2.
3.
4.
5.
6.

農業者なら広く加入できる
積立方式・確定拠出型で安定した年金財政
保険料の国庫補助
保険料は自由に選択
税制面で大きな優遇
80歳までの保証がついた終身年金

くわしくは農業委員会事務局まで

　全
国
農
業
新
聞
は
、農
業
の
最
新
情

報
を
提
供
。農
業
全
般
の
情
報
や
地
域

の
明
る
い
話
題
な
ど
も
紹
介
し
、ご
家

族
や
非
農
家
も
楽
し
め
ま
す
。

■
毎
週
金
曜
日
発
行
■
B
3
版
8
〜

10
ペ
ー
ジ
■
月
額
6
0
0
円（
送
料
、

消
費
税
込
）■
購
読
の
お
申
し
込
み

は
、農
業
委
員
会
事
務
局
へ
■
発
行

所
：
全
国
農
業
会
議
所

家
族
・
非
農
家
も

楽
し
め
る
新
聞
で
す
。 農 では･･･地 法

対 象 者

レモン
プロジェクト
サポーター

　農業委員会では、遊休農地の有効
利用や京田辺市の新しい特産品づくり
を目指し、レモンの苗木「とんちレモ
ン48」を育てています。
　毎月１回、農業委員が当番で管理を

しています。みなさんも、一緒にレモン
のお世話を手伝ってください。ほ場の
管理日には農業委員がいますので、農
作物のアドバイスや農業のちょっとした
コツも教えてもらえます。

　強い日差しが照りつける８月、レモン苗
のまわりに茂りだした雑草を刈りとるため、
レモンサポーターが初出動しました。
　レモンのほ場では、草刈り機が使えない
苗まわりの雑草を手作業で入念に除草。作
業が終わった後は、当番の農業委員ととも
にレモンや農業の話で盛り上がりました。
サポーターの山本敏夫さんは「ほ場の管理
は、市の将来を担う名産品を作る目的があ
るのでやりがいがありますよ」と、話してく
れました。

草刈り機ではできない苗まわりの草を
手作業で抜く山本さん

　相続などで農地の権利を
取得したときは、農業委員
会に届出をしなければなら
ないと定められています。

農地法の許可を要さずに農地の
権利を取得した人
○相続
○法人の合併
○時効など

　農林水産省は、2015年農林業センサスを行います。
　この調査の結果は、今後の農
林行政の企画・立案・推進など
に活用する基礎資料となる重要
な調査です。
　平成27年１月中旬から、調査員
が自宅などに伺いますので、ご協
力いただきますようお願いします。

　農林業や農山村の現状と変化を的確に捉えるために、５年ご
とに農林業を営む全農家・林家・法人を対象に行う『農林業
の国勢調査』ともいうべき調査です。調査データは、農林業
に関わる政策方針や交付金の算定資料などに使われます。

未来の農林業を育てる統計調査が始まります 5
調査

年に一度の
大切な です！

農林業センサスとは

農業委員会に届出を
してください。

農地を相続したんだけど･･･

センターの見学では、普段見ることのない
大きな設備の数々に、子どもたちも興味津々

施設の中は精米機などの機械がずらりと並び、
きれいに整頓・管理されています。

すくすくと

育っています。

ほ場の管理を手伝ってもらいました！

募集中！
未来の特産品をつくろう !!

※ほ場管理日などの通知は電子メールで行います。

随時受け付けています !

ただいま

約
cm160

相続した農地は
耕作・管理が必要。

借り手を探したいなどの
相談は農業委員会へ！

くわしくは農業委員会事務局まで（☎0774－64－1368）

まちの共同施設

シリーズ①農業

★

水 取

水取
ライスセンター

　京田辺市には、お米の収穫に必要な高額・大規
模な機材を、地域で共同利用する施設が５カ所（松
井・飯岡・水取・天王・打田）あります。農作業
だけでなく、農家の交流の場としても重要なこの施
設をシリーズで紹介します。

　水
取
ラ
イ
ス
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れ
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く
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業
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へ
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農
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と
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い
ま
す
。
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も
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な
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ら
、
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で
の
仕
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み
を
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す
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。
　
　（堀
江
幸
和
委
員
）

水
取
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問合せ先＝総務部総務室（☎0774－64－1337）
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農業委員改選
女性委員

府内最多55人

　農業委員になって４カ
月。何をどうしたらいい
のかわからないなりに、
女性が積極的に参加でき
る農業体制を作っていき

★

普賢寺地区

9

普賢寺

普
賢
寺
地
区
農
業
委
員

山
下

　明
子

　委
員

　○に入るクイズの答えと、住所・氏名・年齢・電話番号・のうぎょ
う委員会だよりへのご意見・ご感想を書いて、メール・郵送・持参
で応募してください。クイズの正解・当選者は、次号で発表します。
応募期限＝平成26年12月19日（金）まで （当日消印有効）
発送予定時期＝同27年2月上旬頃
郵送先＝農業委員会事務局
（〒610-0393〈住所不要〉、
メールアドレス：nougyo@kyotanabe.jp）
件名には「農業委員会クイズ」と
記入してください。

正解者

の中か
ら 5
玉露

名の方に

京田辺市の名産品

京田辺市農業委員が改選
農業委員会「活動方針」
きょうたなべ知っとこお茶事情
まちの農業共同施設
農林業センサスにご協力を
レモンサポーター募集

農地を相続したときは手続きを
全国農業新聞を購読しませんか
豊かな老後に農業者年金
「村」普賢寺地区
プレゼントクイズ
編集後記
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　10月11日、田辺地区にある棚倉孫神
社で色とりどりの野菜や穀物に彩られ
た子ども神輿が境内に祭られました
（＝写真）。同神社では２年に１度、五
穀豊穣を願い保存会のみなさんの手で、
ずいき神輿の巡行を行っています。子
ども神輿は、ずいき神輿の巡行がない

年にも地域の交流ができるようにと、
隔年で始められました。
　京都府最多となった５人の女性農業
委員もこの行事に参加。農作物に彩ら
れた神輿や元気な子どもたちに負けな
い、華やかで活発な農業委員会を目指
します。

棚倉孫神社
たなくらひこ

棚倉孫神社
たなくらひこ 京都府内で最多となった

市女性農業委員の人数は?? 人

今号のクイズ

!!新たなスタート

　旧
普
賢
寺
村
地
域
は
市
の
南
西
部

に
位
置
し
、
奈
良
県
・
大
阪
府
と
三
国

峠
を
は
さ
ん
で
隣
接
す
る
旧
村
6
地
区

（
多
々
羅
・
普
賢
寺
・
水
取
・
天
王
・

高
船
・
打
田
）
か
ら
な
る
農
村
地
域
で

す
。
集
落
の
半
数
は
傾
斜
地
の
中
山
間

地
域
で
す
が
、
普
賢
寺
地
区
は
平
地
に

あ
り
ま
す
。
お
い
し
い
玉
露
や
お
米
が

と
れ
る
の
が
自
慢
で
す
。
近
隣
の
地
名

に
水
取
や
氷
室
・
湯
屋
谷
・
火
の
滝
な

ど
水
に
ま
つ
わ
る
地
名
が
多
い
こ
と
か

ら
、
こ
の
地
域
が
水
に
恵
ま
れ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　江
戸
中
期
の
画
家
で
あ
る
伊
藤
若

冲
（
い
と
う
じ
ゃ
く
ち
ゅ
う
）
が
、
人

生
の
終
末
期
に
こ
の
地
で
晩
年
を
す
ご

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
京
都

錦
小
路
に
あ
る
青
物
問
屋
の
長
男
だ
っ

た
若
冲
は
、
自
分
の
描
い
た
絵
と
お
米

を
交
換
し
な
が
ら
生
活
さ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。

　地
域
内
に
あ
る
大
御
堂
観
音
寺
に

み
ど
り
と
人
の
和
　美
と
味
覚
の
回
廊

答え

は
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
十
一
面

観
音
立
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
お
水
取
り
」
の
名
で
知
ら
れ
る

東
大
寺
・
二
月
堂
の
修
二
会
（
し
ゅ
に

え
）
の
行
法
を
始
め
ら
れ
た
実
忠
和
尚

（
じ
っ
ち
ゅ
う
か
し
ょ
う
）
ゆ
か
り
の

寺
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
水

取
り
で
使
う
た
い
ま
つ
の
軸
に
は
、
普

賢
寺
の
竹
林
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
根
付

き
の
竹
も
使
わ
れ
る
た
め
奉
納
し
て
い

ま
す
。
こ
の
「
竹
送
り
」
の
行
事
は
毎

年
2
月
11
日
（
祝
）
の
早
朝
に
大
御
堂

観
音
寺
で
行
い
ま
す
。
誰
で
も
参
加
自

由
で
奉
納
す
る
竹
を
担
い
で
歩
く
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
体
験
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　普
賢
寺
地
区
に
は
自
然
の
恵
み
と

人
の
和
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
を
肌

で
感
じ
て
頂
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
お

茶
や
お
米
・
野
菜
が
お
い
し
い
の
か

が
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す
よ
。
ぜ
ひ
一

回
来
て
み
て
!!

プレゼント

前回の正解は

地区河 原 でした！
●当選者
Ａ・Ｍさん Ｔ・Ｙさん Ｗ・Ｉさん

たいと思っています。
　皆様と共にアイデアを
出して頑張ります。


